


新
奨
学
金
制
度
の
創
設
へ
向
け
、
更
に
努
力
を
ゴ

公
明
党
坂
ロ
カ
政
策
害
議
会
長
と
草
川
昭
三
国
会
対
策
委
員
長

衆
議
院
会
派

「公
明
党
　
改
革
ク
ラ
ブ
」
の
文
教
部
会
合
自
田
し
げ
ゆ
き
部
会
長
）

同

「母
親
と

ナ
イ
フ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（大
野
由
利
子
座
Ｅと
は
平
成
十
年
十
二
月
十
二
日
　
首
相

官
邸
に
野
中
広
務
官
房
長
官
を
訪
ね
　
小
洲
恵
三
首
相
あ
て
教
育
費
の
負
担
軽
減

を
強
く
申
し
入
れ
た
。

具
体
的
に
は
家
庭
の
教
育
費
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
　
希
電
す
る
す
べ
て
の

高
校
　
大
学
生
年
に
入
学
全
を
含
め
て
　
奨
学
笠
を
無
利
子
で
貸
チ
で
き
る
新
し

い
婆
学
金
制
度
を
創
設
す
る
。
災
宮
や
親
の
失
業
な
ど
を
考
慮
し
　
現
行
の
日
本

育
英
会
奏
学
金
制
度
に
お
い
て
　
成
績
や
親
の
収
入
の
条
件
を
撒
廃
し
　
無
条
件

で
奨
学
金
を
貸
与
で
き
る
制
度
に
す
る
等
の
要
望
を
し
た
。

公
明
党
と
自
民
党
の
政
策
担

当
者
は
二
月
十
七
日
午
後
国
会

内
で
、　
一
九
九
九
年
度
予
算
案

を
め
ぐ

っ
て
四
回
日
の
交
渉
を

行
い
　
児
童
≡
当
と
教
育
奨
学

金
を
拡
充
す
る
こ
と
で
正
式
に

合
意
し
た
。

教
育
奨
学
金
に
つ
い
て
は

「
希
望
す
る
者
す

べ
て
に
貸
与

す
る
方
向
で
充
実
を
図
る
」
こ

と
と
し
た
。

具
体
的
に
は
①

一
定
の
学
カ

基
準
を
満
た
す
こ
と
に
し
て
い

る
現
行
の
貸
与
基
準
を
緩
和

し
　
新
た
に

「勉
学
に
対
す
る

熱
意
の
あ
る
者
」
を
対
象
に
加

え
　
各
学
校
長
の
判
断
で
弾
カ

的
に
運
用
す
る
②
不
況
の
影
響

で
規
が
失
業
す
る
な
ど
家
計
が

急
変
し
奨
学
全
を
緊
急
に
必
要

と
す
る
学
生
に
つ
い
て
は
　
学

力
基
準
な
ど
の
貸
与
基
準
を
大

幅
に
緩
和
、
特
に
高
校
生
に
つ

い
て
は
基
準
を
撤
廃
し
希
望
者

に
は
全
員
貸
与
す
る
―
な
ど
で

合
意
し
た
。

塞雰暑致岳療暗識長析啓啓昆会申
入れ

平成11年2月10日 衆 議院文教委員会
奨学金制「7Fの拡充について質問

1 9 9 9 年4 月1 日より実施

①有利子奨学全貸与人員10万人-25万 人へ

拡大

②成績要件の事実上の撤廃(これまでは、高
校?成績全科目平均32以上)
勉学意欲のある学生は全員対象に

③支給額も選択可能に

(3万
・5万 ・8万 '10万 )

④緊急奨学金制度の創設(倒産 ・リストラ等
の影響で家計急変の家庭の学生に)
これまで5oO人枠の応急採用奨学待」度を
→1万人規模に無利子で

左
か
ら
管
回
し
げ
ゆ
き
議
員
、
坂
日
力
　
公
明
党
政
策
害
議
会
長
、

丹
羽
雄
哉
　
自
民
党
政
調
会
長
代
理
　
森
山
真
弓
元
文
部
大
臣
、

鈴
木
役

一
自
民
党
社
会
部
会
長

（無
利
子
で
希
望
者
全
員
に
）

〈
予
算
組
み
首
え
で
自
民
党
と
交
渉
〉



少子  化 社会への対応策

子

育

て

支

援

の

具

対

策

実

現

へ

民市

参事

単

も

大
ど
幅

に国

ステーションの設置

②駅前保育所の設置

③幼稚園における預かり保育実施のための環境整備

児の一時預かり保育実施のための環境整備

⑤公共施設への育児ヨーナー、託児宣の設置

⑥自治体エンゼルプランの作成

（平
成
十

一
年
四
月
八
日
付
読
売
新
聞
）

規
制
授
和
は
保
育
所
待
機
兄

童
の
解
消
を
目
指
し
　
記
可
保

育
所
の
設
立
基
準
を
大
胆
に
授

和
す
る
具
体
的
に
は

保
育
所
の
設

立
主
体
が
原
則
的
に
社
会
福
祉

■
日
し
げ
ゆ
き
議
員
は
四
月

七
日
　
国
会
内
で
自
氏
党
と
の

少
子
化
対
策
検
討
会

に
臨

み

黙
急

の
少
子
化
対
策
を
実
施
す

る
こ
と
で
合
意
し
た
。

紫
急
少
子
化
対
策
は
　
保
育

所
得
機

児
ｉ

ゼ

，
を

主
眼

と

し
　
市
町
村
が
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
展
開
す
る
幅
広

い
取
り

組
み
を
支
援
す
る
の
が
目
的
．

保
市
所
作
機
児
柱
数
は
昨
年
■

月
現
在
で
約
五
万
人
千
五
百
人

法
人
に
恨
ら
れ

て
い
る
の
を

】
校
法
人
や
医
家
法
人
　
農
協

生
協

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
〈
民
間
非
営
利

組
織
）

株
式
会
社
争

に
も
訟

め
　
民
間
参
人
を
促
進
す
る
。

同
時
に
　
社
会
福
祉
法
人
が

保
育
所
を
設
立
す
る
場
合
　
原

則
と
し
て
と
地
　
建
物
を
す

べ

て
所
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
現
状
を
改
め
　
貨
貨
施
設

方
式
を
導
入
す
る
ｊ
こ
れ
ら
の

規
制
緩
和
は
　
来
年
四
月
か
ら

実
施
さ
れ
る
。

併
せ
て
　
幼
稚
□
の
設
立
基

準

の
規
制
授
和
〈
原
則
的

に
設

立
主
体
を
学
校
法
人
に
使

っ
て

い
る
の
を
社
会
福
祉
法
人
に
も

認
め
る
）
も
同
時

に
行

え
る
よ

う
　
早
期
に
結
論
を
得
る
も
の

と
し
た
。

幼
惟
同
と
保
育
所

の
連
れ
的

化

へ
　
施
設
の
共
用
化
や
破
員

の
訴
務
　
教
育
内
容
と
保
有
内

容
の
整
合
性

の
確
保
な
ど
も
盛

り
込
ん
で
い
る
．

し

て

い
る

。

進 援

児童手当ての拡充を目指す(   額 の拡大を合意)

市
町
村
少
子
化
対
策
時
例
麦

付
金
事
業
は
　
市
町
村
が
倒
意

工
夫
を
こ
ら
し
て
立
案
す
る
多

様
な
事
業
に
対
し
　
国
が
寮
急

的
に
付
”
交
付
全
を
支
給
し

少
子
化
対
策
の

一
層
の
充
実
を

図
る
も
の

予
算
は
今
国
会
で
措
置
し

九
九
年
度
中
に
■
業
が
ス
タ
ー

ト
　
特
例
交
付
全
は
市
町
村
の

中
請

に
基
づ

い
て
交
付
さ
れ

公 明 党 実 現 行 制 度

支給対 象 0歳 か ら16歳 未満 一約 20釣 万 ノ、 3歳 未満 …約 2 3 1万人

支給額/月 第 1子   第 2f   [0000円

第 3子 以 4     如 000H

第 1子   夕与2f  5,000FEJ

第 3子 以 降     10000円

所得制限 な し 480フテP5ラトiヽ

(ただ しサ ラリーマ ンは7 1 2 2万円未満 )

※夫婦 と児童 3人の世帯の年収ベース

財 源 全額国費で賄 う(所得杭の 16歳未満の扶

養児童に係 る控除 を廃止 )

事業 七負担 はな し

彼用者分  事 業主710、 ltn″10 地 方り10

),校用者分  国 年 、地方身も

特"U給付分  事 業主 1げ10



薬

物

乱

用

防

止

キ

ャ

ラ

バ

ン

カ

旦

ハ
イ

テ
ク
搭
載

し
全
国

へ

運
用
開
始
ｒ

完
成
し
た
ば
か
り
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
を
視
察

れ守らヽカ物薬を

一　
　
年

一
！
　

診

《
申
し
入
れ
内
容
》

●
十
校
や
地
域
　
前
団
体
　
企
業
な
ど
で
の
米
物
乱
用
教
育
に
大

暁
的
抑縮
賄
蜘
珈
折
・球拒
燎
舛
”
は
神
一シ静
「
確
距
帆
榊
冊
加
性

，
家
に

に
お
け
る
業
物
乱
川
に
つ
い
て
の
活
し
合

い
や
十
少
年
対

象

の
予
防
啓
花
”
業
強
化

の
た
め
　
中
学
　
一山
松
生
の
全
家
に

へ

の
啓
発
資
料
を
配
布
す
る
こ
と
　
キ

呼詔
算
難
鉢
額
搬
頼
謡
鵡
ぱ
程
）

昨

年

平成lo年4月15日の申し入れに先立ち
緊急集会で接拶

1 0

月
か

ら準聖型坤阻tシ

_ Oこへ請
十 げ
年 ゆ
九き
月
二青
十 山

/ ~

ま
た
中
体
の
側
面
に
は
ビ

デ
オ
放
映
施
設
や
兄
学
記
念

の
プ
リ
ク
ラ
コ
ー
ナ
ー
ま
で

備
え
　
ま
る
で
．

ハ
イ
テ
ク

移
動
教
年
”
と
い
っ
た
と
こ

なろ
が

°

らに

楽
し

、

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
は
九
二
年
か
ら

一
台
が
運
用
■

小
学
生
高
学
年
、
中
学
生
、
高
校
生
を
中
心
に
行
れ

万
人
が
利
用
、
来
物
問
題
に
つ
い
て
の
意
識
幹
発
庁

な
効
果
を
発
押
し
て
き
た
，
し
か
し
、　
一
台
で
は
〈

ニ
ー
ズ
に
答
え
ら
れ
な
い
状
況
が
あ

っ
た
。
そ
こ
で

〓占
日

し
げ
ゆ
き
衆
議
院
議
員
が
国
会
で
取
り
上
げ
、
栞
物
防
止

対
策
の
強
化
と
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
の
配
置
拡
大
を
主
張
す

る
と
と
も
に
、
橋
本
首
相
（当
時
）
へ
の
中
し
人
れ
を
行

っ

た
。こ

れ

ら

の

取

り

組

み

の

結

果

、

九

新

た

に

二

台

の

キ

ャ

ラ

バ

ン

カ

ー

合

一万
円
）
の
肥
置
が
認
め
ら
れ
た
。

啓蒙パンフレット900万 部全戸配布

4省予ぶ騨1畳電ど異ナ里実坐
ン体但18Lトコた日態 1物 型キ
バ映るコを |↑青で

｀
Oll夕 キヾ

ク像幻 1利 ナ報沖1各業本スラ
ト休党ナ用1コる国″なはノぜ

☆中学生 ・高校生保護者用

店介
李電
昔字人算

ヽ
■
で一庭

確

！家
正

■
■
■

配布された業物乱用防止
啓蒙用バンフの表極。

1左)中学生保護者用ち

1右)高校生保護者用.
内容はほぼ同じ.

【上
p“…Ⅲ、ォ“tr!



全
都
道
府
県
に
薬
物
乱
用
防
止
広
報
車
各
１
台
配
置

へ
！

（
厚
生
省
に
つ
づ
き
曽
寮

庁
予
算
で
も
）

宮
田
し
げ
ゆ
き
議
員
ら

の
要
求
を
受
け
、
業
物
乱

用
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
の
導

入
に
つ
い
て
は
警
察
庁
で

も
取
り
組
ん
で
お
り
、
九

人
年
度
の
当
初
予
算
と
補

正
予
算
で
十
二
台
の
導
入

が
決
定
し
て
い
る
。

宮
田
し
げ
ゆ
き
議
員
は

平
成
十
年
四
月
二
十
人
日

の
地
方
行
政
委
員
会
で
質

問
に
立
ち
、
四
月
十
五
日

に
行

っ
た
申
し
入
れ
の
内

容
に
触
れ
、
業
物
乱
用
防

止
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
の
全

都
道
府
県
各

一
台
配
置
を

早
期
に
行
う
よ
う
に
主
張

し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
誓

察
庁
は
人
月
、
九
九
年
度

の
予
算
概
算
要
求
の
中
に

「深
刻
化
す
る
少
年
非
行
情

勢

へ
の
的
確
な
対
応
」
と

し
て

「業
物
乱
用
防
止
広

報
車
の
全
国
整
備
」
を
組

み
込
ん
だ
。

と
こ
ろ
が
、
十
二
月
二

十

一
日
、
大
蔵
省
の
予
算

案
内
示
で
は
、
警
案
庁
の

要
求
し
た
業
物
乱
用
防
止

広
報
革
及
び
搭
載
機
材
に

関
し
て
全
く
予
算
が
つ
け

ら
れ
な
い
事
態
と
な
っ
た
。

日
回
し
げ
ゆ
き
議
員
は
、

草
川
昭
三
国
会
対
策
委
員

長
と
連
携
を
と
り
、
大
蔵

省
　
警
察
庁
に
対
し
、
業

物
乱
用
防
止
対
策
の
重
要

性
を
訴
え
再
考
を
強
く
求

め
た
。
こ
の
結
果
　
翌
二

十
二
日
の
予
算
第
２
次
及

び
第
３
次
内
示
で
は
、
「深

刻
化
す
る
少
年
非
行
情
勢

へ
の
対
応
」
と
し
て
五
億

四
千
六
百
万
円
の
予
算
が

復
活
し
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ

ー
の
全
部
道
府
県
へ
各

一

台
配
置
実
現
に
向
け
て
大

き
く
前
進
し
た
。

衆
議
院
本
会
議
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
案
の
趣
旨
説
明
を
行
う
さ
再
日
し
げ
ゆ
き
議
員

弁
護
士
経
験
を
生
か
し
議
員
立
法
の
先
駆
者
に

（
平
成
七
年
十
二
月
八
日
）

Ｎ

Ｐ

Ｏ

と

は

、

「
Ｚ
‥

甲

ｏ
ョ

ｏ
ヽ
増

，
一母

一５

の
略
語
で

「
民
問
非
営
利
組
織
」
と
訳
さ
れ
る
。

私
的
利
益
を
目
的
と
せ
す
、
福
祉
　
医
療
や
環

境
保
護
、
災
害
複
旧
な
ど
で
活
動
す
る
法
人
格

を
も

っ
た
民
間
団
体
の
こ
と
。

日
本
で
も
阪
神
　
淡
路
大
震
災
で
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
活
躍
が
接
緑
と
な

っ
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
制

定
の
動
き
が
高
ま

つ
て
き
た
。

ｉ
民
団
体
が
法
人
に
な
る
道
は
あ
る
。
民
法

三
四
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
公
益
法
人
だ
。

し
か
し
、
同
条
で
公
紙
法
人
に
な
る
に
は
監

省
官
庁
の

「
許
可
」
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、

そ
の
際
に
は
数
千
万
円
か
ら
数
億
円
の
基
礎
財

と
が
必
要
。
行
政
の
厳
し
い
監
督
　
指
導
も
あ

り
、
夕
く
の
団
体
が
法
的
位
置
付
け
の
な
い
に

意
団
体
の
ま
ま
活
動
を
続
け
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
変
え
法
人
格
の
取
得
を
よ

り
容
易
に
し
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
得
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
た
め
　
富
田
し
げ
ゆ
き
は
、
同

期
生
の
河
村
た
か
し
議
員
ら
と
共
に
、
平
成
五

年
初
当
遥
直
後
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
法

案
の
検
討
　
立
案
作
業
に
入
り
、
平
成
七
年
十

一
月
、
各
党
に
先
が
け
衆
議
院
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
集

を
提
出
し
た
。

税 理 士 も外 部 監 査 人 に
富田しげゆき議員の

主張で政府棄修正

ビノ・アルラッキ国連事務次長
宮回しげゆきの薬物問題への取り
組みに、感謝を′

(平成1ヤ確月3日国会内で)

平
成
九
年
二
月
八
日
の

衆
議
院
地
方
行
政
委
員
会

で
、
宮
回
し
げ
ゆ
き
議
員

は
、
地
方
自
治
法

一
部
改

正
案
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
外
部
監
査
制
度
の
導
入

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

同
改
正
案
で
自
治
体
が

外
部
監
査

の
契
約
を
結
ベ

る
も

の
と
し
て
弁
護
士
、

公
詔
会
計
士
と
規
定
さ
れ

て
い
る
が
、
及
方
と
も
資

格
者

は
大
都
市

に
偏
在

し
、
弁
護
士
が
Ｏ
～
四
人

程
度
の
地
域
や
、
公
詔
会

計
士
が
十
人
未
満
の
県
も

あ
る
と

の
実
情
を
指
摘
。

地
方
の
市
町
村
が
外
部
監

査
を
行
お
う
と
し
て
も
、

適
に
者
を
確
保
で
き
な
い

可
能
性
が
高

い
と
し
て
、

一
般
市
町
村
の
外
部
監
査

つ
い
て
は
れ
理
士
と
も
契

約
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き

だ
と
主
張
し
た
。

こ
の
宮
回
し
げ
ゆ
き
議

員
の
主
張
に
、
自
民
　
民

主
　
共
産
　
社
民
も
同
詞

し
、
政
府
案
が
全
会

一
致

で
修
正
さ
れ
、
税
理
士
も

外
部
監
査
人
に
な
れ
る
こ

と
と
な

っ
た
。

修
正
策
の
作
成
に
関
し

て
も
、
宮
回
し
げ
ゆ
き
議

員
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
、
こ
の
富
田
し
げ

ゆ
き
議
員
の
行
動
は
、
花

理
士
新
聞
、
Ｔ
Ｋ
Ｃ
会
報

な
ど
の
業
界
紙
に
掲
載
さ

れ
、
高
い
評
価
を
受
け
た
。

査べ如共専り 指 透い



予算委員会で調鋳疑融む徹底週履 ]母

（平
成
十
年

一
月
二
十

一
日
付
読
売
新
聞
の
記
事
）

隅 桃ボ
桶提輪1柵
斜 [牌 剋 '竹

名世枕科 ガ

活ぞ窒島居圭母も畠S〉忌富憲昌
会参考人招致

雄

ロ

英

テ

メ デ ィ ァ 情 報 は 正 じ Vヽ か ？

・

か ら
リ ス

最ほ暮霜 国会図書館で保管 公 開 を要望

の
て

件

れ

事

さ

弾

に

爆

ト

訂 T

正 v

放 中

送 継 よ
…
―
利
Ａ
悟
ロ
ヨ

第
三
者
的
な
人
権
救
済
機
関
を
設
置
せ
よ
ｒ

（郭
政
省
放

送
行
政
局
長
容

弁

）

報
道
に口

冊

円

冊

圏

田

□

一粧
一”
一
〕
じ
ト
ウ
カ

エィ
Ｗ
”
舟
弁
護
士
　
一中
央
吝
日
日
し
げ
ゆ
き
講
ｏ【

の

テ寸

象

に

付

き

F■u

会

質

問

に

よ

る

人

権

侵

害

も

デ
ト
ラ
ン
タ
五
輸
当
時
　
幹

欄
貝
だ

っ
た
，
チ
ヤ
ー
ド
　
一′

■
エ
ル
氏
は
　
爆
発
物

の
第

一

降
咄
等

吐
‐‐…し
めて
ぃ
印

主
翌

触

竹

報
通
機
関

の
語
り

に
よ
り
　
疑

ど

の
人
物
と
し
て
世
界
に
報

じ

ら
れ
　
報
道
紋
■
に
あ

つ
た
。

ャン
ユ
エ
ル
氏
は
　
「
私
と
女
拡

は
　
ま
る
で
た
う
人
■
を
よ
む

こ
と
に
な
り
ま
し
た
，
今

で
も

私
を
法
人
キ
と
思
う
人
が
大
勢

い
ま
す
．
巾
性

の
報
通

に
よ
る

マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
は
対
し
鮒

い
っ
て
す
」
と
　
誰
も
が
報
道

松
■

の
危
機
に
ど

，
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
告
発
　
市
民
か

マ
ス

コ
ミ
を
陀
視
す

べ
ど

で
あ
る
と

訴
え
た
，

衆
議
院
予
算
委
員
会
で

自
田
し
げ
ゆ
き
議
員
が

主
張

報道と対燈ブロジェクトチームの一員として 野 中官房長官へ要請



翌皿創主に回け情枢的な外交努力を
口
，
Ｆ

，

日中友好の交流を深める
願西省彬県の屯里小学校など視察

1 9 9 8年4月2 2日、来 日中の 中

国
国
家

副
主
席

胡
錦
濤

氏
と
懇
談

年
二
回
の
訪
中
を

要
請
さ
れ
る
！

, シ ア 視  ( 1 9 ? 8 年4 月3 0 口)
ジュガーノフ共産党議長、ヤブリンスキー

「ヤブロヨJ 代 表、両大統領候補 と各々 1 時間
にわた り日口平和条約  北 方四島返還問題に
ついて懇談

1999年 2月 24日 (水曜日)

民

間

Ｏ

Ｄ
Ａ
を
強
力
支

援

ジュガーンフ共産党議長と

ヤブリンスキー「ヤブロコ」代表と

中

国

の

成 学

校

建

設

に

５００

万

国

の
清

掃

会

社

が

寄

付

す
軌
卸
陛
期
「
”
町
晰
嗽
徐

”
怖
， ．
な

い
焼
一
部

柳
化
雑
生
畦
“

一
『
耽
時
輪
硫
怖
岐
≡
型

御

，
４
■
向
■

の
刊
■

三
十
日
■
“
キ

の
た
０
ゆ
打
立
こ
と
在
水
い

う
■
ン
ス
に
よ
な
も

の
て

■
■
モ
ば
ヤ
在
名
ｉｔ
Ｈ
■
０
，
■
を
入
れ
≡
Ｆ
！
　
向
■

に
Ｆ
討
し
て
い
る
と

い
う

“
↓
Ｌ
　
●
■

●
面
ｍ
■

　

，
」
を
富
ガ
ま
と
ま

っ
た
　
　
　
の
名
前
を
大
江
た
ヤ
名
に
４

離
！

モ
‘
あ
る
，
日
々
セ
共

　

　

“
円
ｍ
と
■
を
正
ゆ
る
コ

　

イ
■
ど
討
≡
ま
す
と

い
つ

直
Ｌ
減
ｎ
Ａ４
町

）Ｉ
広
■
イ

　

を
モ
　
４
，
合
は
　
い
Ｌ
析

　

　

向
■
●

一
オ
六
ｉ
ｆ
　
立

”
Ｌ

の
小
ヤ
，
を
■
々
し
た

　

４
，
疑
，
直
■
小
，
■

り
進

　

ｍ
ど
荘

へ
”
用
肛
把
Ｆ
“
ち

●
が
ま

，
■
，
　
■
江
■
４

　

一
を

た
■
０
卜
に
わ
れ
る
こ
　

ナ
■
向
ｒ
ｒ
立
し
　
■
●
Ｌ

ｔ
”

の
，
Ｈ
４
て
　
古
ｍ
ま

　

と
に
な

っ
た
　
●
拡
Ｌ
　
打

　

打
二
五
人
　
中
口
大
に
配
に

い
か
ら
　
十
日
て
ｔ
■
，
て
　

安
市
■
４
■
て
下
モ
Ｗ
ｉ

，
　

■
■

の
は
，
≡
せ

っ
た
■
ド

弘
市
価
卜

の
Ｆ
掬
す
に
■
て

　

た
，
に
う
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
社
主
ば

「
ｉ
成
し
た

う
現
ｎ

い
を
こ
と
を
巾
事
　
、
日
叶
■

　

　

四
”

卜
と
，
ナ
お
ま
，
　
　
を
訪
回
し
　
〓
航
を
，
，
た

モ
て
ｎ

，
■

い
る
会
■
●
も

　

Ａ
月
に
は
え
正
　
れ
一
■
人

　

い
　
と
こ
し
て

や
ヽ

あ
，
　
何
か
国
に
的
Ｆ
貢
位

　

の
■
■
イ
■
■
ｉ
定
て

「
〓

ナ
ｕ
来
る
ｔ
，
■
革

に
し
ま

　

●
〓
を
小
，
■
」
と
　
Ｈ
■

☆ ゴラ ン高原 PK O派 遣 に尽 カ

名
ン
遺
ラ

四
ラ
派
ゴ

ロ員
、コ
０

ヽ

と
球
を

K

を

ド
誕
れ

‐下
励

ら
ケ
サ
入

‐９９，よヽ　　痛

マケドニアPKO コ ツボ自治lllと
の隣接地でPKO隊 員うと

ヨラン高原PKOの シェルター内で隊
員と(手前は若松かわしげ議員)

帰国後 村 山首相(当時)にゴラン高原PKO派 遣を提言



細川護県首II指名の本会議。
55年体制の崩壌が決定的に。
この時の熱気を今再びい。

早策2絞 冒済芸Pり
議員と強行

2人 共弁護士出身とは思えない
と言われています。

当選3日後 北 海道南西沖
地震の被言地喪尻島へ。

場習あ警験さ甲為機努総暫冒毒宅:

ド
国
夢

ル
　
の

一
で
代

ワ
戦
時

年
抗
被

２
対
高

０
員

ｏ
い。

０
議
た
ま

議
サ
場
ん

韓
ブ
技
こ

日
【
ツ
主腕

力
立
が

座
批
や

ｏ

る

い
に
た

す
し
む
し

算
込
を
れ

予
り
判
ま

私閉,な京!品Ⅲl再

しげゆき

由
一

日

し

げ
ゆ
き

6
年
間
の
軌
跡

営督暑;醐 :乙1

lI専へのIll金投入反対の国会デモ


